
 

幼保小で協議し、「めざす子供像」を設定します。 

共通の視点①～⑦は例

となります。 

小学校区の実態に沿っ

て設定します。 

「めざす子供像」に迫

るため、それぞれの発達

段階で育ってほしい子供

の姿を設定します。 

小学校１年生の子供の

姿に、５歳児があこがれ、

モデルとして学ぶことが

できる内容とします。 

担当者や５歳児・１年生の担任だけではなく、

全教職員で関わるようにします。 

互いの保育・授業を参観し合い、幼児教育と小

学校教育との共通点や異なる点に触れ、互いの教

育に理解を深めます。 

園を訪問し、子供が安

心できる環境の構成など

に触れ、子供の活動を生

み出す意図的環境等の視

点で小学校の学習環境を

見直します。 

「わくわく」を「いき

いき」につなげていくた

めに、援助・支援をどの

ようにつなげていけばよ

いかを考えます。 

幼児期の経験や学びを

生かしながら授業を展開

するため、遊びを通した

学びが小学校の各教科等

の学びにどのようにつな

がっているか整理しま

す。 

保護者に架け橋期の取

組のねらいや様子、その

成果を伝えていきます。 
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